
【研究科の理念・目的】 

生物資源学研究科は、陸圏および水圏の生物資源にかかわる諸領域での教育・研究活

動を通じて、生物資源に関する基礎および応用研究、自主的な真理探究の精神と広い視

野および豊かな創造力を有し高度な専門的知識と技術を備えた実践力ある人材の育成

ならびに地域社会への学術情報開放の推進を目的とする。これにより、地域社会、日本

および環日本海地域はもとより、世界の科学・産業・文化の発展に寄与し、もって人類

の将来にわたる福祉の向上に貢献する。  

 

【教育目標】 

生物資源学研究科の教育目標は、次のとおりです。 

生物資源学専攻 

① 生物資源の利用およびそのための科学・技術が自然や社会に与える影響を多面的に

洞察し、起こりうる問題を解決するための基礎的素養の修得  

② 変化する社会と急速に発展する生命科学技術に対応するため、必要な情報の収集と

選択に関する能力の修得  

③ 生物資源を活用した生物生産、環境保全に関する高度な専門的知識と技術の修得  

④ 自らの考えを論理的にわかりやすく説明できる対話能力および論文作成能力の修得  

⑤ 生命科学にかかわる課題を自ら発見し、科学的研究の対象として位置付け、解決す

る能力の修得  

⑥ 博士後期課程においては、広い視野を持つ自立した技術者・研究者として必要な、

さらに広範で高度な専門的知識と最先端技術の修得  

 

海洋生物資源学専攻 

① 持続可能な海洋生物資源の利用を推進するために必要な幅広い視野と、技術者・研

究者としての社会的責任を理解して行動できる能力の修得  

② 水圏の生物とそれらをめぐる環境および海洋生物資源の育成と利用に関する、高度

の専門知識とその応用能力の修得  

③ 海洋生物資源の持続的利用にかかわる諸問題の解決に向けて情報を収集し、それを

もとにして研究計画を作成するとともに、計画に沿って実験や調査を実施し、得ら

れた成果を口頭と論文で発表する能力の修得 

④ 博士後期課程においては、海洋生物資源学の研究領域における自立した指導的技術

者・研究者に求められる広範かつ高度で専門的な知識と技術および研究遂行能力の

修得 


